
中国圏の将来像 （中国圏広域地⽅計画の概要 H28.3）
 中国圏では、今後概ね１０年間において、人口減少が続く中で、産業の強みを伸ばすとともに、豊かな自然、多様な歴史・文化等の圏域内各地域の特色

や、中山間地域等と都市部が近接している特徴を活かした新しい地域社会やライフスタイルを創造します。
 中国圏の個性や特色を活かして人々が誇りと愛着を持てる、豊かで健やかな暮らしと安全・安心な圏域を目指して、以下の方向性で取り組むものです。

国内外の多様な交流と連携により
発展する中国圏

産業集積や地域資源を活かし
持続的に成長する中国圏

豊かな暮らしで人を惹きつける
中山間地域や島しょ部を

創造する中国圏

新たなステージにも対応する
安全・安心な中国圏

将来像において横断的に持つべき視点

交通ネットワークを強化、生活サービス機能維持、
コンパクトな街づくり、連携中枢都市圏、定住自立圏等の実現、
文化・経済・観光交流、国際平和･医療支援、国際交流促進、
コンパクト＋ネットワークの構築 など

グローバル産業の国際競争力と国際物流機能の強化、
産業の生産性向上、
クラスター形成や産学金官連携によるイノベーション、
観光地の魅力向上と広域的な観光周遊ルートを形成 など

新たな産業創出や交流産業等による雇用創出、
高付加価値化、地産地消、６次産業化、
小さな拠点を実現、
活き活きとした中山間地域を実現、移住・定住促進、
里山・里海、豊かなライフスタイル など

風水害対策、自助・共助による地域防災力、
大震災時にも復興を促進
大都市圏や近隣圏域のバックアップ、
社会資本の長寿命化、
ライフサイクルコストの低減 など

【環境と産業・生活の調和】
低炭素や循環型の地域づくり、
豊かな自然環境の保全、再生、美しい景観の保全整備

【人材育成】
地元大学と連携した産業振興や地域づくりの担い手育成
若者・女性活躍社会、高齢者や障がい者参画社会の実現 など
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